
 

 

 

 

ＳＭＰ－ＭＳ型 電気式圧力発信器  

 

取扱説明書  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明陽電機株式会社  

 

 

 

 



 

 

＊安全に関する事項  

 点検及び整備に際しては、電撃や短絡等による事故を引き起こさないよう、常に  

次の点に注意すること。  

（１）必ず電源を切る。  

（２）テスター等により電圧が無いことを確認してから作業を行う。  

（３）緊急の場合を除き活線工事を行わない。  

 

＊感電に関する一般常識  

感電について  

 （１）充電状態のものに人体等が触れ、人体が地絡電流の通路となり、感電す

る場合。  

 （２）電圧のある二線間に人体が触れ、人体が線間の短絡の形となって感電す

る場合。  

 （３）電線や開閉器等の電機の通路へ人体が触れ、人体が負荷電流の通路に挿

入された状態で感電する場合。  

 

＊感電予防策  

 （１）配線や電気機器の絶縁不良箇所をなくすこと。  

 （２）電気機器の設置工事を完全に施工すること。  

 （３）湿気のある場所などの電気機器には、電路に漏電防止を施すこと。  

 （４）点検、修理などの作業に取り掛かる場合は、必ず電源を切断してから

行うこと。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＊取り扱い上の注意事項  

 センサ本体部分  

・落としたりぶつけたりおきな衝撃を与えないこと。  

・ステンレス（ＳＵＳ３１６Ｌ）を害する雰囲気で使用しないこと。  

・  直射日光や高温状態に長時間さらさないこと。  

・  ダイヤフラム部に不用意に触らないこと。  

・  精密電子機器のため、その取り扱いには十分注意すること。  

 

ケーブル  

・  大気開放パイプを内蔵しているため、鋭角に折り曲げないこと。  

・  大気開放パイプを潰したり、水や泥などで詰まらせないこと。  

・  直射日光や高温状態に長時間さらさないこと。  

・  重量物の下敷きにしないこと。  

・  壁、金属片などで傷つけないこと。  

 

＊設置について  

・センサ本体を観測点までつり下げる。この場合あらかじめ正しい水位値を調べ

ておくこと。  

・圧力導入部が下側になるようにし、垂直にとりつけること。  

・センサ本体部及びケーブルは壁面・金属片浮遊物などで傷つく恐れがある場合

は、必要な保護策を講じること。  

・必要に応じて容易にセンサ本体部を引揚げて点検が出来る設置構造にすること。 

・その他、設置場所の状況に応じて必要な安全策及び保護策を講じること。  

 

例 1．    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

図１  
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例２．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２  

   例３．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３  

 

＊調整について  

・本発信器は調整機能がありません。計測媒体の密度、サウンディングのフルス

ケール、デッドバンド、取付姿勢などの補償は受信器側で行ってください。  
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１．概要  

 ＭＳシリーズは水の深さに比例した水圧を電気信号に変換して出力する水

圧式水位センサです。半導体方式を採用した２重ダイヤフラム構造により安

定性に優れ、高精度の水位測定が可能です。また内部には大気圧を導入して

いるため大気変動による測定誤差は発生しません。  

 

２．操作準備  

２．１アプリケーション上の問題がないことを確認してからセンサを水位測定箇

所に取り付けます。  

装置を立ち上げる際、急な水圧がセンサに加わらないように注意して下さ

い。瞬時でも耐圧を越える水圧が加わると圧力センサ素子が破損する可能

性があります。  

 

２．２必要に応じケーブルの端末処理をします。下図にケーブル端末詳細を記し

ます。  

リード線及びシールド線に圧着端子を付ける場合、それぞれの線の先端に

ついている予備半田部を切断し、圧着端子を圧着してください。また圧着

端子は端子ネジ及びリード線径にあったものを使用してください。  

                                       ＋電源  

                    －電源  

 

 

２．３本体部にエア抜き用のネジがついています。必要に応じて取り外してご使

用ください。  

 

２．４結線  

下記のとおり注意して結線してください。  

（１）結線をする際は供給電源のスイッチをＯＦＦしてください。  

（２）極性を確認して結線してください。シールド線は必要に応じて設置

して下さい。  

（注）過った結線はセンサの破損に繋がりますので正確に結線してくださ

い。又緩まないよう確実に締め付けてください。  

 

   ２．５配線方法  

センサの出力信号はＤＣ４～２０ｍＡで系統は２線式です。負荷は図４．

１に示すようにセンサの＋電源（赤）と－電源（白）に直列に接続します。  

複数の受信器を接続する場合は、受信機の負荷抵抗の合計が上記による負

荷抵抗値以下としなければなりません。またアナログメータ以外の複数負

荷を接続する場合、－電源に接続される以外の負荷は図４．１に示すよう

に信号絶縁を行ってください。  
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図４．１  配線図  

 

３．操作開始  

３．１供給電源が仕様範囲内であることを確認します。  

３．２供給電源のスイッチをＯＮします。  

３．３測定レンジの０％にそうとうする水圧を加え、受信計の指示値も０％であ

ることを確認します。  

 

４．保守点検  

  年に一度の頻度でセンサ本体部を引揚げ、本体及びケーブルに異常ないか点

検してください。このとき先端部のキャップをはずして内部の点検を行って

ください。キャップの汚れは柔らかい歯ブラシを使用して丁寧に落とした後、

清水で洗い流してください。  

  ダイヤフラムは、通常は清水ですすぐ程度で十分ですが、汚れがひどい場合

は、綿棒など柔らかいもので傷、へこみ等がつかない様に慎重に拭った後、

清水で洗い流してください。点検後キャップをはめてください。  
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■外形寸法　OUTLINE

キャップ CAP

■仕様 SPECIFICATION ■配線 WIRING

過大圧 OVERLOAD PRESSURE MAX. 定格出力の RATED OF 150% 赤 RED 電源 SOUCE +

ダイアフラム DIAPHRAGM : SUS316L　圧力ポート部 PRESSURE PORT : SUS316L材質 MATERIAL 白 WHITE 電源 SOUCE -
Ｏ-リング O-RING : バイトン VITON　キャップ CAP : 樹脂 RESIN

チューブ
TUBE

大気解放
AIR VENT収縮チューブ SHRINKABLE TUBE : ポリオレフィン POLYOLEFIN

封入液 SEALING LIQUID シリコンオイル SILICON OIL

電源 SOURCE 24VDC

出力 OUTPUT SIGNAL 4～20mADC

負荷抵抗 LODE INPEDANCE MAX 600Ω

応答性 LODE INPEDANCE 5msec以下 LESS THAN 5msec

精度 ACCURACY ±0.3%F.S.以下 LESS THAN±0.3%F.S.

（直進性 STRAIGHTNESS） （±0.2%F.S.以下 LESS THAN±0.2%F.S.）

温度特性 TEMP. DRIFT
±0.01%F.S./℃以下 LESS THAN±0.01%F.S./℃

補償温度 COMPENSATED TEMP. 0～60℃

使用温度 OPERATING TEMP. -10～70℃ (氷結しない事 DO NOT FREEZE)

接続口 CONNECTION G1/2

φ7ビニール VINYL :2000mm(標準 STANDARD)ケーブル CABLE
シールド+大気パイプ SIELD + VENT PIPE

引っ張り強度 INTENSITY TO PULL 100N (本体－ケーブル間　BODY - CABLE)

保護等級 PROTECTION IP68

絶縁抵抗 INSULATION RESISTANCE 100MΩ以上 OVER100MΩ / 500VDC    *1

耐電圧 ELECTRIC ATRANGTH 500VAC 1M    *1

耐振性 VIBRATION PROOF 5～13.2Hz/±1mm , 13.2～100Hz/±0.7g

重量 WEIGHT 本体 BODY 250g ケーブル CABLE 65g/m

注意　CAUTIONS.
計測媒体の密度、サウンディングのフルスケール、デッドバンド、取付姿勢
などの補償は、受信器側で調整ください。
PLEASE PERFORM DENSITY OF A MEASUREMENT MEDIUM ,
 A FULL SCALE OF SOUNDING , DEAD BAND , ATTACHMENT POSTURE
AJUST AND COMPENSATION BY THE RECEIVER SIDE.

■型式 TYPE

Ｓ Ｍ Ｐ － Ｍ Ｓ Ｋ Ｐ ※

範囲 RENGE ケーブル長 ※:ｵﾌﾟｼｮﾝ
 　OPTIONCABLE LENGTH

010KP:0～10KPa
      (0～0.1bar)

002:2m
010:10m

～ 100:100m
500KP:0～500KPa
      (0～5bar)

*1：A SEMICONDUCTOR CIRCUIT IS EXCLUDED.
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